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7７ 

好意的及び非好意的関係｡反応を連想させる

英語動詞群の意味分析。

伊藤幸一

はじめに

「ＬＯＶＥ‐ＨＡＴＥｒｅｌａｔｉｏｎに還元される英語動詞群の意味分析」と言い換

えた方が理解し易いか。好き・嫌いということが，人間生活において，いかに

重要な要素となっているか，振り返って考え直してふるまでしない。子供や若

者は当然のことながら,’三|常性に埋没して，晴性に流されている人も，あるい

は使命感に燃え，感性などどこかへ忘れてきてしまったような人や，悟りを開

いているかのような人でさえも，好き・嫌いの感情はもっている。構造的意味

論にとって対譽象とするに十分足る意味領域のひとつではないだろうか。

程度はあれ，好きであれば近づきたくなるし，［1分の物にしたくなる。嫌い

ならば，避けたがるし拒む。好きな物を食べ，好きなことを言い，好きなこと

をやって，好きな人達と……いつもそうしていたいと思ってはいけないのだろ

うか。快楽主義者は皿屈をつけて説明しようとする。禁欲主義者もまた，自分

の好糸を正当化しようとする。美的感覚や価値感など,-見理論的で理性にか

かわるか，と思わせる判断であっても，実は主観的であり，根底でいかに好き・

嫌いがかかわることか。

「緒神的変化を連想させる」英語他動詞群と，内なる自主的感情のＬＯＶＥ・

ＬＩＫＥあるいはＨＡＴＥ・DISＬＩＫＥなどを中心とする意味場とは，‘快・不`決

ということで共通であっても，混同すべきではなく，別途に論じるべきことを，

前者の意味分析の際に提言した。快いあるいは不快な精神状態に対しては，対

応する快いあるいは不快な感情をもち，即ち，好き・嫌いを生じさせ，また，

$その逆もときとして成り立ち，両者は表。裏といわないまでも，背・腹の関係

にあることも指摘した。そこで両者は一線を画す必要はある(1)が，そのような
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関係を導入して，後者の分析の糸口とすることは有効であろう。

妥当だと思われるので，人間関係'を中心に考察するが，まずはＬＯＶＥ・

ＬＩＫＥを代表とする快い「好意的』表現から分析を始め，次にＨＡＴＥ・DIS・

ＬＩＫＥを代表とする不快な『非好意的」表現へと移る。それぞれ，抽象的・維

持的に対して具体的・一過的とでもl平くる大きな分類を行なう。

対･立語とか反対語は柵造分析の際，正要な手掛りとなるけれど，本稲では，

それにもまして並要な意味を帯びていると考えられる。しかし複数で対立して

おり，個々には余りはっきりしないものが多く，繁雑になるだけなので記さ

ないが，Ⅲ｣確なものはそれとなく〕１M解されよう。より包括的な対立に関して

は，好き・嫌いの筒１Ｍミメカニズムと共に，あとで「まとめ』て灰Ｉ)Ｉしてふた

い。

》曰。好 的

代表的には，ホッとさせる，元気づける，楽しませＩllli足させる，興味をひき

魅了するなどの外的ＭＩＩ激によって，快い精ﾈ''１状態はもたらされる。特に楽しふ，

喜び，iiMj足する人が，その感情を|]主的に表現するならば，どういうことにな

ろうか。

＜＞(2)気に入ったならＬＩＫＥが適用されるか。好きな程度には幅が

ある。とぎおりの軽い慰め程度から，いつも一緒でいたい職度まであろう。い

つも手近に存在すれば快い状態が維持でき，辛いときもホッとするし，元気づ

けてくれる。慣れ親し象，離せなくなるかもしれない。より強い感情移入があ

れば，愛するＬＯＶＥへとつながっていく。愛の大きさ，深さを暗示するかの

ように広い意味をもつ。慣れ親しめば，ｌ÷１分の一部分にまでなり，自分に対す

るかの如く，気にかけ，対処することにもなる。「相手の立場に立って考え

る」優しさは，相手のことを自分のこととして捕え，思いやる愛を意味する。

更に進んで，自分はさておき，’二1分以上に大切に考えることも，神聖な愛とし

て存在するか。今更言うまでもないが，ＬＯＶＥもＬＩＫＥも本稿においては中

心的表現であり，かつ以下の「好意的」表現の根底をなす｡

一般的には評価されず，心密かに大切にする，見守るとでい､ってよい愛も

ある。優しい心で慈しむのがCHERISHである。成長を架し糸に期待してい

るかのようで，はぐくむといった感じもする。ついでながら，ここで言及して
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よいかどうか問題であるが，その意味でFOSＴＥＲも挙げておこう。

大切に考えるということは，愛のひとつの要素であるかもしれない。自分な

りに価値があると考えて，大切にすることもあろう。特にこれにはＶＡＬＵＥ

が適用されるだろう。また子供にとっての宝物のように，隠す程に大切にする

場合もある。これにはＴＲＥＡＳＵＲＥがあてはまるか。｜÷|分なりに賞に値する

と評価して，大切にするとPRIZEといってよいか。

好意的というＦＡＶＯＲがとりざたされることになれば，偏向，ひいきなど

が当然含まれるし，許される。しかし，程度はあれ，独善的ではなく，一応正

しく評IllIiしていると主張しているのが，鑑賞するAPPRECIATEである。享

受していてＥＮＪＯＹといった趣きもある。

多少の客観性をⅡHえて，敬意を示すこともあろう。尊近・尊敬ということに

なるが，ｉ怪い感じでＲＥＧＡＲＤが，少し亜い感じでＲＥSPECTが挙げられ

る。その評llliが共有されていることを暗示するのがＥＳＴＥＥＭであろうか。軽

い場合もあるが，冷iWiに見てはいても，少しのめりこんで称賛するＡＤＭＩＲＥ

もある。’二1分だけでもよいのだけれど，世|H1でも評Illiされ，名声・評判を得て

もしかるべきことを認めるのがHONORである。賞を出して称賛することも

あろう。GLORIFYも同様に，光り輝いていて，近づきがたいことを認めるこ

とか。

近づきがたさが噸大して，世俗性と離れるにつれREVERENCE，ＶＥＮＥ．

RＡＴＥ，更に強意のＲＥＶＥＲＥとなる。恐れ多い崇敬とでもいえる神聖さを

暗示する。礼拝を連想させるWORSHIPや，一般的な敬慕も含め，崇拝の意

のＡＤＯＲＥもある。121分の存在もどこへやらといった畏敬の念はＡＷＥであ

ろう。

以上，一過的な場合もとぎにはあるが，どちらかといえば抽象度が高く，持

続性のあるもので，気質とか性向とか呼べる場合もある。好意的関係を連想さ

せるとも言えるか。以下はより具体的な，一応，一過的と考えてよいだろう好

意的反応を迫ってゑる。好意的関係が優先して好意的反応が追従するのか，そ

れとも後者の積永竃ねの結果として前者が存在するのか，一般論は言えまい。

＜＞まず，あることが運んで，上首尾であったとするとどうなるだろ

うか。第三者であれ，歓呼することになる。ACCLAIMで喝采して，WEL‐

ＣＯＭＥで歓迎して，ＰＲＡＩＳＥで称賛するだろう。ＬＡＵＤは文語的で賛美の
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意である。ついでながら(3)，これは快い精ﾈ''１状態がもたらされたわけで，既に

言及したＬＩＫＥやＬＯＶＥなどにもつながる。

事情でことが上手く行かなかったとするとどうなろうか。ＳＹＭＰＡＴＨＩＺＥ

あるいはＰＩＴＹで同情し，憐れむことになろう。更に，場合によっては

ＬＡＭＥＮＴ，ＤＥＰＬＯＲＥ，ＭＯＵＲＮ，ＧＲＩＥＶＥの１１【iに激しく嗅ぎ，憤り，と

きには涙を流しながら，悲しふを分かつことにもなるか。

再起α復活を』０Ｉして，岐早第三者的ではなく積極的に，’快い潴ﾈ''１状態を枇二

らすべ<，打ちひしがれた１１]手を，慰め，元気づけることになる場合もあろう。

ここでは快い「粘ﾈ''１伯変化を連想させる」動詞表現がかかわるけれど，『はじ

めに」述べたような経紘で，具体的には敢えて記さない。

＜＞初めから，ことの次節に関係しているならば，どういうことにな

るだろうか。まずlljL案がなされると，歓呼や，あるいはＬＩＫＥ，ＬＯＶＥにつな

がっていくこともあろうが，好意的に同意することになろう。に１分の代弁であ

ったりすれば尚更である。一般的にはＡＧＲＥＥが適川されるだろう。知的理

解を伴ってのＡＳＳＥＮＴや，どちらかといえば感情|ＭＭ１１を伴ってのＣＯＮ

ＳＥＮＴもある(4)。賛|可した｣二に称賛'Ml1わっているのがAPPROVEであり

ＣＯＭＭＥＮＤであろうか。

同意や称賛だけでなく，より積極性をもって支持すればSUPPORTが包括

的で代表となる。失敗のないように維持するのがＳＵＳＴＡＩＮであり，ＭＡＩＮ

ＴＡＩＮは特に精ﾈlI1miを強制している場合がある。後から接趣するのがＢＡＣＫ

となるか。ＵＰＨＯＬＤは励まして保持することであろうか。

既に，手を貸しての助力も暗示されるが，より上手く行くように助言するの

がＡＤＶＩＳＥであり，上手く行かないことを危棋して警告するのがＷＡＲＮで

ある。これらを含めてＩ騒ぐ手助け-するのがＡＩＤであろう。助けがなげれば困

る程ではないかもしれない。ASSISTはﾈﾙ肋的である。更に，援助が是非必

要であることをl1Mi氷するＨＥＬＰが挙げられよう。

窮地に陥ったなら，同情したり，悲しんでいないで，稔１１亟的に枚１１Ｉする

RESCUEが必要であろう。そうなる前にも救援してＳＡＶＥする必要がある。

再起にかけるのはその後で，なんとか失敗のないように済ましたいものである。

＜＞同意したり称賛できるのは，一応内容が把握できた場合のことで

ある。よく分からないことは疑''１]が投げ掛けられ，極端な場合は，否定・拒絶
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されるだろうか。しかし，自分にだけ分かるので，あるいは自分にも分からな

いけれど，信じることがある。人間関係を保つ究極であり，出発点でもあろう。

特に少し問題をかかえている場合は，それが|ﾘj確に1Mわれ出る。BELIEVEが

包括的で一般的であろう。ついでながらＣＲＥＤＩＴも挙げておこう。ＴＲＵＳＴ

やＥＮＴＲＵＳＴの力が強意である。信頼しており，’４１分を任せ委ねているこ

とを意味するのだからＣＯＭＭＩＴにも通じる。全身全霊をＤＥＶＯＴＥしたり，

神聖にＤＥＤＩＣＡＴＥして献身することにもなるか(5)。否定的な情況であれば

破滅的な行動となるが）賛意を示した場合も，ここまでやれば，称賛されるだ

ろう。何斗j:であれ，こう出来れば最高の幸せである。

そこに行き着く過程には，いくつかの段階があるかもしれない。疑わしくて

も，一応容認ＡＣCEPTしたり，承認ＧＲＡＮＴすることになろう。意志を

通してやったり，行動を許容することにつながる。積極的に自由にさせるのが

ＰＥＲＭＩＴであり，一応チェックしながらALL０Ｗすることもある。反対し

ないのがＬＥＴであり，放任するのがＬＥＡＶＥであろう。賛意を示した場合

にも，ある紐度当てはまる。

ここまでくれば，疑わしさが露呈する破|]になっても，zll:情を鑑ゑて酌量し

て，赦すのだろう。さほどのことでなければＥＸＣＵＳＥが適用される。ＰＡＲ

ＤＯＮはむしろ重大な場合を含むか。個人的に許すのはＦＯＲＧＩＶＥである。

感情的ということか。ovERLooKも，故意に見落せば，ここに適用ざれえ

る。何事であれ，許すことが出来ればと思うことばないだろうか。

自分としては許容しても，｜Ⅱ|りから攻撃を'食うことになるかもしれない。自

分のことであれば当然であろうが,自分のことでない場合も,身をもって弁護や

擁護に回り,守ることになる｡攻撃を積極的に排除しようとするのがＤＥＦＥＮＤ

であろうか。ついでながら，予め守りを堅めるのがPRESERVEであり，絶え

ず注意深くＧＵＡＲＤすることにもなろうが，ＰＲＯＴＥＣＴとＳＨＩＥＬＤは何

かを用いて守ることを暗示する。もし回りがIiU違いを犯していたということに

なると，どう処理するつもりなのだろうか。大きな禍根を残さなければと思う。

＜＞ここで，今迄とは異った視点から考え直してふよう。近くにない

物に対して手に入れたいと欲することがある。知識としてもっているが体験の

ない場合でもよい。欠けているからこそ満たしたいと思うのであろうか。まず

は広義のＷＡＮＴが挙げられる。四囲の事情を考えない積極的な欲求である。
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ＷＩＳＨの希望や，DESIREの要望は，出来ればといった趣きをもつ。ついで

ながらＣＲＡＶＥは切望であろう。ＨＯＰＥは少し趣きが異なるけれどここに記

しておく。またＡＳＫ，BEGSOLICIT，ＲＥQUESTなども，依頼・要請と

してここに挙げておこう。

もし求めなくても，手元にいくつかあるならば，どうであろうか。自由に選

択でき，特別なzW情がなげれば，当然気に入ったものを選ぶことになる。一般

的にはＣＨＯＯＳＥであろう。よく吟味して選りすぐるのがSELECTであり，

PICKもつつくように精選することである。ついでながらELECTは何人か

で選ぶことである。これらは総括的にはPREFERといえる。

選んだものが，求めていたもの，あるいは最高に気に入ったものであるとは

限らない。さすれば我慢することになるだろうか。選択を拒否していないなら

ば，まだ好意的であると考えてよいだろう。何でもよい，耐えるのがＢＥＡＲ

である。ＥＮＤＵＲＥは努力を暗示する。ＴＯＬＥＲＡＴＥはＳＴＡＮＤと共にす

つくと立ち，敢然と耐えることであろう。ときとして，これらの行為は，愛の

証しとして称賛に値することもある。しかし，ｊＭｌとか苦悩とか不快な精神状

態を連想させ，程度にもよるが，不健全な非好意的関係を暗示しているともい

える。そこで敢えて選択を行なわなかったら，どういうことになるだろうか。

また積極的に選択を行なった場合でも，選ばれなかったものを話題に柵えると

どうなるだろうか。

非好

一国心 的

不快)Ｍ)の，気に入らないもの，期待に沿わないものは，選ばないで，排除

あるいは避けるのである。’二1分から遠ざける，あるいは遠ざかり，非好意的反

応ということになろうか。に1の前にないものは，関係ないのである。

＜＞股も積極的には，近くにあるものを遠ざけ除くことであろう。

EXCLUDEは前もって締め出し，除外することである。ＥＬＩＭＩＮＡＴＥは一

般的に除去することで，追い立てて追放するＢＡＮＩＳＨや，移動させて排除す

るＲＥＭＯＶＥもある。

一方，消極的には，近寄らないで遠ざかっていることであろう。危険なもの

であれば当然である。前もって近づかないで避けるのがＡＶＯＩＤであり，よ

り強く避ける行動がＳＨＵＮである。策をめぐらしてのがれるのがEVADE
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であり，巧糸に切り抜けるの力:ＥＬＵＤＥで，ＥＳＣＡＰＥは更に上手く逃げ出す

までを含む。

遠ざける，遠ざかるばかりでなく，更に，目の前に存在しても目もくれず，

あたかも存在していないかのように振辨い，無視することも，同じ仲間となろ

う。人間関係においてであれば，場合によっては，最も徹底した非好意的行動

として解釈ざれえる。愛することの反対は憎むことではなくて，まさに無視す

ることではあるまいか。積極的に無視して知らない振りをするＩＧＮＯＲＥや，

取るに足らないと軽唆してのＳＬＩＧＨＴがある。DISREGARDもなおざりに

することなので，ここに記してもよいだろう。

これらは存在を認知せず，拒絶・否認していると解釈すると，また別の仲間

を見い出すことになる。一般的に拒絶することはＲＥＦＵＳＥである。REJECT

は，より激しく拒否・否認して敵対をも暗示することがある。ＳＰＵＲＮは軽蔑

をもってはねつけることである。REPEL，ＲＥPULSEもはねつけることで，

ここに記しても良かろう。ついでながらDECLINEは丁重に断わって辞退す

ることで，少し趣ぎが違うか。

関係が断たれれば，不'快な状態が除かれるが，人間関係においては，余り露

骨には行なわれず，非好意的関係を保つことになる。そこで，以下の「非好意

的」表現には，極jill,|な場合には，そうしたい，あるいは究極的にはそうなるか

もしれたいことが暗示されている。

＜＞ところで，このような結果となる出発点はどこにあるのだろうか。

まず，疑うことから始まるように思われる。信じることが愛に対してもつ意味

を思い起こされたい。精神的に不Ｉ快なものの中には，剛生的によく分からない

ことが，まず挙げられる。納得できなくて，嘘・偽り・誤魔化しであると思い

始めたら，もう好意的にはなれない。これにはＤＯＵＢＴが一般的に適用され

るか。ついでながらSUSPECTは半信半疑である。DISCREDIT,MISＴＲＵＳＴ

も疑うことで，DISＴＲＵＳＴは邪llliすることをも含む。これらは否認や否定の

ＤＥＮＹや，反駁の意も含むＣＯＮＴＲＡＤＩＣＴへとつながる。ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ

は異議を申し立てることである。

のっけから否定して関係を断った方が，問題を残さず，お互いのためになる

こともあろう。意地悪をしていることにならなければよいが，その前の段階で，

ＳＴＯＰをかけて，勝手にさせないよう妨げることも起きるか。先を見越して
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予防のPREＶＥＮＴがあり，ことの始めに妨げるＨＩＮＤＥＲがある。途中で

中断させるＩＮＴＥＲＲＵＰＴには，障害物でl(!《断するＯＢＳＴＲＵＣＴがあり，

邪魔物で邪魔するＢLOCKがある。信じた場合の許容と比較されたい。

許すことがI11来なければ禁ずることにもなるか。FORBIDはどちらかとい

えば個人的に禁じることである。PROHIBIDは少し公けの感じである。それ

でもだめならＰＵＮＩＳＨして懲らしめることになろうか。Ifllllを奪ってしまう

ことにならなければと思う。

＜＞疑わしい場合だけでなく，正しくたいとか，理不尽であるとかで，

やはり納得のいかない場合も，同様な反応が起きるかもしれたい。しかし，こ

との始めから関知していればどういうことになるだろうか。当然|司意せず，反

対することになろう。OPPOSEは反対することであり，妨げることを暗示す

る。RESISTは反抗・Ｉ氏杭することで，耐えていることをl1pf示している。更

にOBJECTは不服や異議をI1iEIえ，PROTESTは抗議することをも含む。

個人的な感情的な含設をもって，非難するというより，小言をいう，叱ると

いった表現もここに挙げておく。怒った感じで責めるSCOLDがあり，とが

めるＲＥＢＵＫＥ，REPROACHもあり，REPROVE，ＣＨＩＤＥは少しは冷iWi

か。賛同した場合の助言と対比されたい。伸そうにして，後で自分の立場は大

丈夫だろうか。

欠点，Ｉ１Ｕ題点など分かっていれば，〕H11論的に批判することが１１l来る。CRIＴＩ‐

CIZEが適川されるか。更に非難することにもなろう。どちらかといえば個人

的な責任に対してＢＬＡＭＥが一般的に適)１１される。公然と非難するとＤＢ

ＮＯＵＮＣＥとなる。ＣＨＡＲＧＥになると広義も含め,告発といった趣きをもつ。

ＡＣＣＵＳＥはより一般的にも適用されるが，更に激しく，一方ＩＮＤICTとな

ると，まさに社会的にとなる。正義観のおしつけにならなければとAllう。賛同

した場合の援助，信用した場合の許容と比岐されたい。

疑問を感じた場合にもあてはまるけれど，非靴するだけでは済まなく，より

攻繋的に相手の精神状態を不`快にさせるべく，行動をとることもあるか。驚か

す，恐がらす，悩ます，怒らす竿，不快な「緒ﾈｌＩ１的変化を述想させる_|動詞表

現がかかわるが『はじめに」述べたような経絲で，ここでは具体的表現は挙げ

ない。

不当な扱いをして虐待することにも旅ろがＷＲＯＮＧＡＢＵＳＥ，ＭＡＬ．
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ＴＲＥＡＴ,ＭＩＳＴＲＥＡＴなどが適用されるか。総括すれば攻盤することで,一般

的にはＡＴＴＡＣＫが適用されるか。繰返してのASSAIL,突如のＡＳＳＡＵＬＴ

は激しさを|暗示する。極端な場合は，うさばらし，いやがらせ，報復であった

り，義IlHにかられてであれ，人間的には少し'''１)11,があり，物議を醸すことにな

るかもしれない。賛成した場合の支持・助力・枚|}}と，また信用した場合の献

身・許容・弁謹と比較されたい。

ところで，どの場合であれ，ことを通ぶに及んで，不承不承で参画している

こともあろう。途中で問題点に気づき，いわば内部告発をして関係を断つこと

もあろう。ときには裏切るＢＥＴＲＡＹとして，逆に不信や恨糸左かうことに

なる場合があることを追記しておく。

＜＞賛成できないあるいは信じかねることを今迄話題にしてきたが，

内心は，上手く行って欲しくないという力|AIで反応がなされる。その反応の結

果であろうとなかろうと，上手く行かなかったならば，どういうことになろう

か。今迄不快だった精ﾈ{'１状態が快いものに変化することになろう。そこで「好

意的」表現において記したように，歓呼する等，更にＬＩＫＥやＬＯＶＥにま

で，反動でつながっていくことになるかもしれない(6)。しかし，内容にもよる

けれど，iiiなる過失であったならば，人'''1の尊厳を傷つけ，疑うことにＭ：り

かねない。

一方，これとは反対に，心ならず！)，」:手〈行ってしまったならば，どうい

うことになろうか。不快な精ﾈ'１１状態が更に倍加することで雛ざ，あきれるだろ

うか。今迄考察してきた「非好意的」表Billが`玖な通)Ｉｌされえるけれど(7)，更に

以下に言及する，どちらかといえば，一過的というより持続的とでい､える傾

向を示す表fMが適用されるだろう(8)。

＜＞不快な精|【''１状態に対して感情を'11:厩するならば，忌糸嫌うという

ことになる。極端には，避けたいという意味である。まずはl怪い意味合いから

DISＬＩＫＥを挙げておこう。嫌いで，慣れ親しゑたくないのである。より強く

この感情を抱くとＨＡＴＥとなる。憎むとはいえ，こちらの力は包括的で，軽

い意味合いでＭ１いることがある。ＨＡＴＥとDISＬＩＫＥは今更言うまでもな

いが，「非好意的」表現の代表ということになる。更に強くこの感じを抱き，

理性にまで及べばDETESTということになる。更に感情的で，ゾッとする

程であればＡＢＨＯＲであり,lllkIくそが恐い経にいやになればＬＯＡＴＨＥで，
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最も強意であろうか。

尊敬とは正反対の軽蔑をもって対応することになる。不快に感じてのDD

SPISEが適川されるか。下劣であると見下すDISDAINは尊大さを含む。怒

りや非難をもってのSCORNはlljll笑まで含む。ＩＮＳＵＬＴは，更に強意で，侮

辱することにまでなるか。

高く評(111iしていないということで兄下す場合はDEPRECIATE，ＤＩＳＰＡＲ‐

AGE，ＢＥＬＩＴＴＬＥなども挙げられる。けなす，そしるを暗示する。l11iI笑す

る場合は，ひやかすRIDICULE，人まねしてのMOCＫなども挙げられる。

冷笑・愚弄にまでなるとSCOFF，SNEER，JEEＲなども挙げることができ

る。

侮辱に関しては，更にＨＵＭＢＬＥ，ＨＵＭＩＬＩＡＴＥなどが挙げられる。相手

を卑しめ，恥をかかせるという不'快な「精神的変化を連想させる」攻撃的な表

現である(9)。イ|]手は憤ることで対応することになるか。ＲＥＳＥＮＴを挙げるこ

とができるが，これはまた，不快な恨む感情を抱くことをも意味しており，複

雑な感情の循環が起きる７１１能性がある。

これを断ち切るべく，感情の吐露としては何があるのだろうか。照る，呪う

といったCURSE，ＤＡＭＮ，ＳＷＥＡＲが挙げられるか。不iiMi・怒りの爆発で

あろう。それほどまでに下劣で，不快なことを神が存在させたことを恨永，下

劣なことには，下劣な言葉で，その破滅せんことを祈るのである。非好意的反

応のひとつの極をなすか。愛することに対する無視することとは好対照をなす

ように思える。怒ったら，人Illl関係はお仕郷であるとい､われるが，ここまで

くれば，かえって良い結果をもたらすかもしれない。

「非好意的」表現には，説Ujはもとより言及さえもはばかりたくなるものが，

いくついiLい出される('0)。１１}来るだけそのような表1Mが，無意味となり理解さ

れなくなることを祈りたい。「好意的」表現と比べると，一過的なものが多い

ことも，系統立て憎いことも，究極的には関係を|朔つことが根底にあることと，

個人的には，好意的関係を求めるし，流布していることで理解されるだろうか。

まとめ

人間は，僅かばかりであれ剛性をもっているお陰で，新たな出会いは，それ

なりに理解・納得しながら行なわれる。前から慨れ親しんでいたかのようであ
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ったり，興味を引かれ，もっと炎'1りた<なったり，まったく理解できず，不快

で馴染めなかったりである。慣れ親しんで愛着の湧いたことは,,安堵感を抱か

せ，既に自分の一部となり，欠かすことが出来ないほどである。好きになるに

は，まず'憤れる必要があろう('')。初めは理解できず，不快であったことも，人

間の強さであり弱さであろうか，lllH応して憤れて，反動的に評I111iが高くなるこ

ともある。

これは幼児を観察して承ると理解し易い。幼児はいつily慣れ親しんだ我家と

いう狭い世界に居て，例えば兄ｉＩ１らぬ人がやって来たり，見知らぬ所へ連れて

行かれると，不安からか，すぐに泣き出す。いやがるものは回りが近づけない

し，排除してくれる。いつも快いlfl分の世界で，愛にはぐくまれる。興味ある

ことだけが新たに取り入れられる程度で，自分と一体となった|回|りを，良しと

する価値観あるいは好糸をもつ。

ところが徐々に世界が広がるにつれ，逆賑して，自分に好意的でない，わけ

の分からない人達に多く出くわし，不信感に満ちる。ときに考え，悩糸，拒絶

することもあるが，順応して耐えていく。当然今迄知らなかった素晴しいこと

にも出会う。自分の立場を意識して，いわば自己に目覚め，視野の広がりに対

応して，mIi値観や好承は抽象化され，また変化する。

結局は幼児のようなエゴセントリックでＭ:い，また，いわばナルシストで

Ｍ:い，ｌ皇１重・自尊の|］分の世界を無意識に碓立していくことになる('2)。

自分を大切にするだけでなく，ln1りに自分を認めてもらいたくＭ](う。初め

から親しくなれたり，興味をもってもらえればよいが，そうでなければ，信頼

に足る己とを訴えるか。時間をかけて慣れ親しむのもよいが，自己主張して，

しかるべき評価を得たいとも思う。

ところで評価というのは，それなりに皆が認める相対的な尺度があり，あだ

か１１ｺ理論的で客観的であるかのようであるが，好承が大いにかかわる。物事は

少なくても二面，表と裏から揃えられ，賛・否どちらでもできる。また極端な

場合は，同じに捕えながら，結論を可とするか否とするかだけの違いのことも

ある。更にＩiii見や先入観をもつこともある。何ﾖ1:であれ，それなりの賛|司者が

いるけれど，得々として行なう程に理不尽極雷りない。

｜可時に'二|分も，回りの人を，関心をもって評価する。信頼に足る味方か，愉

快な仲間か，尊敬すべき先達か。ｌ÷１分の世界を確立するには，回りに'二|分を認
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めてもらうだけでなくl当|分の斗iのように考えられる人をも欲するのである。排

除したいけれど，’二|分への跳ね返りを気にして，耐える相手い､るだろう。回

りとのつながりを気にして，おもねないまで咄穏lfkになって，ｌ÷1分を見失って

いる人もいるだろう。

乏しい時代は選択が'１}来たいので，とにかく耐え，努力の果てに何かを得る。

心の触れ合いや慣れ親しむことも覚え，自分しか歩けない道を求めようともす

る。豊かな使い捨てのlMi:代は情報も豊かで，いくらでも選択が可能であり，多

IiHi値の時代でもある。楽に安全に，IIIlりと同じ最大公約数的な兀表mii的幸せを

求めることにもなる。

どんな時代であれ,ｌﾉ]志|ｲﾘ型あるいは外志向型とでiWiんで分類できる若者

はいる。具体的好匁の変遷はあっても，相変らず，好きなものには近づきたが

るし，嫌いなものには近づきたがらないだろう。

ところで好き・嫌いの中釈を，言葉の上であれ，単純に，好きでない，穏や

かに，嫌いでない，過激に，どうでもよいなど，どう捕えるかは議論の分かれ

る所であるｄともあれ軽度があることはⅢ|らかで〆座標をとれば，１１１央のゼロ

だけが中程のことなのか，更に好き・嫌いの数Ｈ艦りが含まれるのか，どうで

あろうか。

１蔦稿においては，好意的と非好意的を別々に，更に下位分狗iに関しては逆転

iMllえ，論じたけれど，１１１互の対立が而要である。納得いかない部分も，対立

させることで理解が促されるだろう。概観すれば，持続的なものの対･立は，好

きか嫌いかであり，一過的なものの対立は，成行き次第で，喜こぶか，悲しむ

か，怒るかであり，あるいは意見を求められれば，賛成か反対か，更に疑わし

い折にも，信じるか，やはり疑うかであり，また選択においては，１lxか拾かで

ある。五系統に下位分蛾したけれど，どれtUI確に分離されるものではなく，

移行・変換は，強調の仕方で容易に可能であろう。更にそのrliでの対･立帆H解

されたい。

「好意的」表現には色々あろうが，非好意的反応は，選択における拾に尽き，

関係が断たれてお仕舜なのである。しかし一過的な反応で，いつもそうなって

いたら大変なので，非好意的関係が取って変わる。人間関係は複雑で，ときに

は不'決である由縁であろう。また，関係が保たれているお陰で，いつ非好意

的反応が好意的関係に倍力Ⅱして紬びつくか，Til能性を秘めているのである。
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communicationの方法論として，まず1;[|手を怒らせ，一度喧嘩をしてからで

ないと，真の心の触合いはないとする心底からの信仰さえも，一顧だにせず，

捨て去るわけにはいかないのかもしれない。好ましい関係ばかりになることを

祈りながら，まとめとする。

「精神的変化を連想させる」表現との関係も含め，かなり大胆なiii純化によ

り，この基礎的な意味場の構造は，それなりに解Ujされたと思う。思わぬ誤解

があるかもしれないが，補強はまたの機会に譲る。

注

そこで「緒ﾈ}|'的変化を連想させる」具体的表現は本稿では言及しない。

分節したいのだが，適切な兄11'し表現が見つからず，便宜|('9に，この記号を用い

ておく。

自動詞のPLEASE，DELIGHTなどを挙げたいところである。

同意を表わすこれら三表現は'二1動詞であるが，敢えて記した。

OBEYやSUBＭＩＴは別としてもFOLLOWなど言及したいところである。

「ざまあ几ろ！」といった感じで，後述の剛笑などにもつながっていくか。

場合によるが，いわば物議をiiMiすような行動に定らなければと思う。

この系統の「好意''１９」表1Mと比較すると，一時的といった方がよい表現が多いが，

一応こう記しておく。執念深いことは|÷１分自身を疲れさす。

定義からは両者の特徴を合わせもち，’1]間に位置すると考えてもよいか。興味を

そそる表現である。その他にＭｌｌ間として考えられるだろう表現がある。

そこで，余り言及がなされないのであろうか。一力，「好意的」表1M，特に愛に

関してはよく見かける。

慨れ親しむことで不lil1になることもある。慣れても親しんでいなかったのか，慣

れすぎて，いわば鼻について，問題になってきたのか，どちらであろうか。

新たな造語は可能であるが，辞書に載っているものは，それなりに練れた表現で

あると考えられる。ＳＥＬＰに本稿で扱っている表現をつけたした形を多く見る。

何を物語っているのだろうか。

（１） 

(２） 

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
 

３
４
５
６
７
８
 

く
く
く
く
く
く

（９） 

(10） 

(11） 

(12） 
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